
新

年

を
迎

え
て

北
海
道
行
政
書
士
会
長

会
員
の
皆
様
、
輝
か
し
い
昭
和
三
十
八
年
の
初
春
を
迎
え
、

お
目
出
度
ぅ
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
報
酬
額
の
改
訂
や
、
会
則
の
一部
変
更
認
可
そ
の
他

色
々
の
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
会
員
の
皆
様
に
一
致
協
力
を

)

戴
き
、
そ
の
成
果
を
得
ま
し
た
事
は
、
新
年
を
迎
え
る
に
当
り

傷
誠
に
慶
賀
に
た
え
ま
せ
ん
o
本
年
は
･
襞

が
常
に
望
ん
で
ぉ

第(

り
ま
し
た
処
の
、
行
政
書
士
法
第
十
九
条
但
し
書
き
を
割
る
条

項
の
外
十
数
ヶ
条
に
亘
る
行
政
書
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

北海 道行政書 士 会報

讓

渡

辺

慶

吉

律
案
を
議
員
提
案
と
し
て
、次
国
会
に
提
出
、通
過
致
さ
せ
る
べ

く
、
昨
年
十
二
月
十
五
日
、
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
に
、
法

改
正
特
別
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
法
改
正
を
強
力
に
推
進
す
る

事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
特
別
委
員
会
の
委
員
は
、
全
国

の
単
位
会
及
び
地
元
東
京
会
よ
り
計
三
十
一
名
の
先
生
方
が
選

出
さ
れ
て
お
り
、
内
二
名
は
本
会
か
ら
特
別
委
員
に
選
任
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
業
務
範
囲
の
明
確
化
を
期
す
る
た
め
に
は
、
第

一
の
盲
点
で
あ
る
所
の
法
第
十
九
条
但
し
書
き
全
文
削
除
等
の

法
改
正
が
一
日
も
早
く
な
さ
れ
る
事
を
希
望
す
る
と
共
に
、
益

々
強
化
充
実
し
、
業
界
発
展
の
た
め
大
飛
躍
を
願
う
次
第
で
あ

り
ま
す
。
尚
本
会
の
第
三
回
定
時
総
会
も
間
近
に
迫
り
ま
し
た

の
で
。
各
支
部
に
旅
か
れ
ま
し
て
は
、
代
議
員
の
選
出
報
告

等
、
支
部
充
実
の
た
め
特
段
の
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
上
げ
、
新
年
の
御
祝
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。
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一
、
日
行
達
理
事
会
並
び
に
支
部
長
会
の
出
席
に
つ
い
て

十
一
月
二
十
三
日
東
京
都
に
於
い
て
開
催
さ
れ
る
連
合
会
理

事
会
並
び
に
支
部
長
会
は
行
政
書
士
法
の
一部
改
正
案
審
議
が

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令
【
一一、
業
務
範
囲
の
打
合
会
開
催
に
つ
い
て

土

法
第
一条
二
項
及
び
法
第
十
九
条
但
書
の
業
務
に
つ
い
て
、

本
会
は
道
内
に
関
連
を
有
す
る
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
の
代
表
者
と
打
合
会
を
開
催
し
て
業
務
の
限
界
を
協
定

政

し
、
混
乱
の
な
い
様
考
慮
し
て
行
き
た
い
o

趣
旨
は
全
員
賛
成
で
あ
る
が
連
合
会
の
意
見
も
入
れ
る
必
要

行

あ
り
･
畿
会
を
見
て
行
う
こ
と
と
し
後
日
審
議
と
劣
る
o

道

三
･
会
費
滞
納
者
の
状
況
並
び
に
退
会
処
分
に
つ
い
て

玄海“

井
上
経
理
部
長
ょ
り
十
月
末
現
在
で
十
二
ヶ
月
以
上
の
滞
納

ヒ

者
は
三
九
名
あ
り
、
今
迄
七
回
に
亘
り
督
促
を
し
て
い
る
が
、

ナゴ

現
在
三
十
一
名
の
該
当
者
が
い
る
旨
報
告
さ
れ
た
。

会
則
第
五
八
条
二
項
に
よ
り
六
ヶ
月
以
上
未
納
者
は
当
然
処

分
す
べ
き
で
あ
る
が
会
創
立
以
来
初
め
て
の
退
会
処
分
で
も
あ

り
、
更
に
慎
重
を
期
し
十
二
ヶ
月
以
上
の
者
に
は
内
容
証
明
書

に
よ
る
催
告
、
そ
の
他
に
は
普
通
催
告
を
し
て
十
一
月
末
日
迄

経
過
を
見
た
上
で
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

狛
四
･
会
費
の
減
免
に
つ
い
て

月

空
知
支
部
=
渡
辺
正
会
員
に
つ
い
て
支
部
長
の
意
見
書
に
基

l

き
審
議
の
結
果
、
営
業
所
の
立
地
条
件
の
み
で
は
該
当
し
兼
ね

3

る
の
で
そ
の
旨
支
部
長
宛
回
答
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

%
五
、
会
員
名
簿
の
作
成
に
つ
い
て

1

最
近
会
員
異
動
が
激
し
い
の
で
資
料
を
得
て
作
成
配
布
す
る

報

告

事

項

号飼

⑤
第
五
回
常
任
理
事
会

と

き

と
こ
ろ

出
席
者

十
一
月
十
六
日
午
後
六
時

会
事
務
所

渡
辺
会
長
外
十
名

@
第
六
回
常
任
理
事
会

と

き

と
こ
ろ

出
席
者

十
二
月
八
日
午
後
六
時

於

会
事
務
所

渡
辺
会
長

外
九
名

一
、
法
改
正
特
別
委
員
会
出
席
に
つ
い
て

連
合
会
に
お
い
て
は
法
改
正
特
別
委
員
と
し
て
全
国
よ
り
三

十
一
名
選
出
、
う
ち
北
海
道
は
左
の
こ
名
を
委
員
と
し
て
来
る

十
二
月
十
五
日
東
京
都
に
於
い
て
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
要

請
が
あ
っ
た
。

行
政
書
士
法
改
正
(日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
北
海
道
支
部
長
)

特
別
委
員

渡

辺

慶

吉

(日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
常
任
理
事
)

藤

山

0

藤

山

利

夫

前
回
法
改
正
案
審
議
に
出
席
し
た
藤
山
副
会
長
が
出
席
者
と

決
定
し
た
。

二
、
日
行
達
理
事
会
及
び
支
部
長
会
議
出
席
経
過
報
告

〔藤
山
副
会
長
)

十
一
月
二
十
三
日
東
京
都
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
会
議
の
経

過
並
び
に
会
議
の
主
目
的
で
あ
っ
た
行
政
書
士
法
改
正
案
の
審

議
経
過
に
つ
い
て
詳
細
を
報
告
し
た
。

三
、
会
則
第
五
十
八
条
二
項
該
当
者
決
定
の
体

第
五
回
常
任
理
事
会
に
語
っ
た
催
告
の
経
過
説
明
。
催
告
後

の
納
入
者
も
相
当
数
あ
り
、
次
の
理
事
会
迄
延
引
し
充
分
な
検

討
の
上
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

四
、
会
費
減
免
に
つ
い
て

小
樟
支
部
=
内
山
吉
治
会
員

病
気
入
院
中
と
聞
き
支
部
長

が
調
査
中
に
死
亡
し
た
も
の
で
三
十
七
年
三
月
迄
会
費
入
金
あ

り
、
三
十
七
年
四
月
以
降
を
免
除
処
理
し
弔
慰
金
を
贈
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

⑩
第
七
回
常
任
理
事
会

と

き

十
二
月
二
十
七
日
午
後
五
時
三
十
分

と
こ
ろ

産
業
会
館

、
法
改
正
特
別
委
員
会
出
席
の
経
過
報
告
(藤
山
副
会
長
)

行
政
書
士
法
の
改
正
案
は
連
合
会
に
お
い
て
十
一
月
二
十
三

日
第
一
回
の
審
議
を
行
い
十
二
月
十
五
日
第
二
回
の
審
議
を
以

っ
て
最
終
案
と
し
た
。
旨
報
告
あ
り
、
改
正
法
の
決
定
案
を
逐

条
説
明
し
、
尚
特
別
委
員
会
運
営
予
算
の
関
係
も
あ
り
今
後
の

会
議
は
努
め
て
東
京
都
附
近
の
委
員
に
委
任
し
、
改
正
法
案
及

び
改
正
理
由
書
の
作
成
等
に
は
除
外
し
て
貰
い
、
法
改
正
の
大

局
的
見
地
か
ら
協
力
す
る
こ
と
と
し
た
旨
出
席
経
過
の
報
告
が

あ
っ
た
。

二
、
会
則
第
五
八
条
該
当
者
の
措
置
に
つ
い
て

会
則
第
五
十
八
条
二
項
の
該
当
者
は
経
理
部
に
お
い
て
慎
重

に
催
告
を
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
二
〇
ヶ
月
以
上
の
退

会
処
分
該
当
者
が
一〇
名
で
あ
り
、
他
に
四
名
は
任
意
退
会
届

を
提
出
し
て
来
た
も
の
が
あ
る
旨
、
井
上
経
理
部
長
か
ら
報
告

あ
り
、
二
〇
ヶ
月
以
上
の
滞
納
者
一
〇
名
は
十
二
月
末
日
限
り

で
処
分
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

三
、
業
務
範
囲

(司
、
調
、
行
)
打
合
会
の
開
催
に
つ
い
て

現
在
行
政
書
士
法
の
改
正
案
の
出
て
い
る
と
き
で
あ
る
が
、

中
央
の
状
勢
か
ら
し
て
も
業
務
区
分
の
明
確
化
は
難
し
い
と
感

じ
ら
れ
る
の
で
北
海
坦
自
体
で
行
政
書
士
業
務
の
認
識
を
更
に

深
め
る
た
め
、
こ
れ
が
研
究
を
か
ね
て
行
う
こ
と
と
し
業
務
範

囲
事
項
の
原
案
作
成
を
会
長
、
副
会
長
が
協
議
の
上
、
委
員
若

干
名
を
選
出
検
討
の
上
、
打
合
会
開
催
の
実
施
に
入
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

四
、
会
則
変
更
認
可
日
の
取
扱
に
つ
い
て

会
則
変
更
の
認
可
は
知
事
が
指
令
し
、
会
則
の
附
則
3
に
は

｢
こ
の
会
則
は
変
更
認
可
の
日
か
ら
施
行
す
る
｣
と
あ
り
極
め

て
明
確
な
の
で
あ
る
が
、
本
会
の
会
則
変
更
の
認
可
日
は
昭
和

三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
で
あ
り
乍
ら
そ
の
認
可
指
令
書
の
到

達
が
六
月
四
日
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
間
の
入
会
者
に
対
し
事

務
局
は
入
会
金
、
会
費
共
認
可
後
は
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
を
口

頭
で
伝
達
し
、
実
際
徴
収
は
変
更
前
の
額
で
受
領
し
た
の
で
認

可
指
令
書
到
達
後
、
認
可
日
か
ら
の
差
額
支
払
方
請
求
し
た

処
、
一
部
会
員
か
ら
｢認
可
指
令
書
到
達
の
と
き
か
ら
施
行
す

る
も
の
で
あ
り
遡
及
効
果
は
な
い
｣
と
す
る
意
見
が
あ
り
、
審

議
の
結
果

｢認
可
の
日
｣
か
ら
施
行
す
る
の
が
正
し
い
と
決
定

し
た
の
で
事
務
局

(経
理
)
は
そ
の
よ
う
取
扱
う
こ
と
に
し

(乙

小
樽
支
部
懇
談
会

日

支

部

だ

よ

り

　月年

=

小
樽
支
部
=

粉
下
段
右
よ
り

第(

上
段
右
よ
り

細
井
伊
三
郎
(支
部
長
)
熊
谷
新
兵
街
、
渡
辺

庚
吉
(会
長
)
藤
山
利
夫
(副
会
長
)
岸
川
隆

次

(副
会
長
)
神
保
一
郎
、
田
村

弘
。

松
本
又
蔵
(副
支
部
長
)
今
野
辰
己
(副
支
部

長
)
大
野
新
一
、
中
村
一
郎

28
日

　
　
　
　

　月

日

出
席
者

ソ
タ
ー

三

朝
里
川
温
泉
セ

三
七
÷
-
‐

十
二
名

小
樟
支
部
懇
談
会
開
催
の
出
席
要
請
あ
り
、
渡
辺
会
長
、
蔭
山

副
会
長
が
出
席
し
て
、
左
の
議
案
に
基
き
和
や
か
な
う
ち
に
有

意
義
な
会
議
を
終
了
し
た
o

g ･薄 支 部 懇 談 会)

八 七 六 五四 三 - -

〔懇
談
会
議
案
〕

行
政
書
士
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
樽
支
部
規
定
に
つ
い
て

会
費
納
入
方
に
つ
い
て

会
費
退
納
者
の
処
置
に
つ
い
て

綱
紀
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

非
行
政
書
士
の
排
除
に
つ
い
て

弔
慰
者
の
連
絡
方
に
つ
い
て

会
費
減
免
者
、
そ
の
他
。

日
行
連
発
第
二
六
一
号

‘

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
二
十
日

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会

会

長

橋

本

雅
晴

会
報
記
事
取
消
し
に
つ
い
て

首
題
の
件
、
先
に
送
付
し
た
る
会
報
第
二
号
に
掲
載
し
た
る

｢自
治
丁
行
発
第
六
七
号
｣
の
記
事
は
、
小
職
の
失
錯
に
よ
り

掲
載
し
た
も
の
に
付
、
こ
れ
を
取
り
消
し
ま
す
か
ら
御
了
承
下

さ
い
。
尚
第
三
号
会
報
は
目
下
原
稿
集
収
中
に
つ
き
、
貴
会
に
お
い

て
も
是
非
御
投
稿
下
さ
る
よ
う
御
願
い
致
し
ま
す
。

原
稿
用
紙
は
必
ず
同
封
の
も
の
を
御
使
用
下
さ
い
。
締
切
は

来
る
一月
二
十
四
日
ま
で
、
三
十
八
年
度
年
層
早
見
表
は
別
便

に
て
発
送
致
し
ま
し
た
か
ら
全
員
に
お
年
玉
と
し
て
御
配
布
下

さ
い
。

ー
日

誌
ー

2
日

小
樽
支
部
懇
談
会
、
朝
里
温
泉
に
お
い
て
開
催
、

本
部
よ
り
の
出
席
者
会
長
渡
辺
慶
吉
、
副
会
長
藤

山
利
夫

ぅ
日

第
五
号
会
報
と
報
酬
額
改
訂
に
つ
い
て
の
文
書
を

単
一会
及
各
支
庁
宛
発
送
。

6
同

各
支
部
長
宛
内
容
証
明
発
送
済
の
通
知
。

16
日

第
五
回
常
任
理
事
会
開
催
、
本
会
事
務
所
に
お
い

て
午
後
五
時
よ
り
。

17
日

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
支
部
長
会
議
出
席
通

知
。

21
日

会
費
滞
納
者
に
内
容
証
明
書
、
通
知
者
に
ハ
ガ
キ

に
て
再
督
促
。

23
日

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
支
部
長
会
議
開
催
。

於

東
京
池
袋
、
出
席
者
副
会
長
藤
山
利
夫
。

26
日

副
会
長
藤
山
利
夫
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
よ
り

帰
札
報
告

28
日

第
六
号
会
報
刷
り
上
り
。

6
旦

第
六
号
会
報
を
会
員
及
び
各
単
一
会
に
発
送
す
。

〃

小
樽
支
部
よ
り
会
員
内
山
吉
治
死
亡
の
通
知

あ
り
。

7
日

十
一
月
分
会
員
移
動
を
道
各
支
庁
、
各
支
部
へ
通

知
。

8
日

連
合
会
会
報
不
足
分
当
着
。

第
六
回
常
任
理
事
会
樅
本
会
事
務
所

午
後
六
時

よ
り
。

14
日

連
合
会
会
費
(十
月
、十
一
月
、十
二
月
分
)送
金
。

小
樽
支
部
会
員
内
山
吉
治
死
亡
に
依
る
弔
慰
金
送

付
、
労
働
関
係
届
様
式
申
込
二
名
、
六
法
出
版
社

11
月
(2
日

24
日

連
合
会
会
費
領
収
書
到
着
。
行

別
委
員
名
簿
到
着
。

方
日

十
二
月
分
会
員
異
動
通
知
を
道
、

部
へ
発
送
。

27
日

第
七
回
常
任
理
事
会
開
催
。
漆

五
時
半
よ
り
0

28
日

各
支
部
交
付
金
送
金
。

行
政
書
士
法
改
正
特

道
、
各
支
庁
、
各
支

於
産
業
会
館

午
後

勝
日

21
日
23
日

に
つ
い
て
の

北 海 道 行 政 書 士 会 報



投

稿

号第(

不
肖
一
行
政
書
士
と
し
て
御
参
考
迄
私
見
の
一端
を
述
べ
た

く
拙
筆
を
差
上
げ
ま
す
。
失
礼
の
段
お
詑
ぴ
申
上
げ
ま
す
。

利
害
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
氏
名
を
匿
名
し
て
置
き
ま
す
の
で

御
了
承
下
さ
る
様
願
上
げ
ま
す
。

本
会
の
発
足
以
来
会
長
初
め
各
役
員
に
於
か
れ
て
は
自
己
の

業
務
も
か
え
り
見
ず
会
の
為
尽
力
下
さ
れ
て
い
る
事
を
私
共
は

誠
に
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

こ
の
役
員
方
皆
様
の
厚
意
に
対
し
非
協
力
的
な
会
員
の
会
費

朝
…
未
納
等
は
会
の
発
展
の
為
大
き
な
支
障
を
来
た
し
て
い
る
事
は

会̂

翰
損
効
伽
摯
、
“
り
、
“
痛
の種
“
、
“
‘
と
存
ず
“
“
“
“

士

こ
の
点
に
付
き
ま
し
て
私
達
会
員
は
そ
の
原
因
を
申
上
げ
る

書

な
れ
ば
第
一
に
非
行
政
書
士
が
多
数
散
在
し
て
い
る
事
実
で
あ

政

り
ま
す
o

一打

こ
れ
は
道
知
事
各
市
長
町
村
長
の
協
力
に
よ
り
各
官
庁
受
付

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

海
~
り
ま
す
。
再
三
会
よ
り
市
町
村
長
を
通
じ
て
申
達
し
て
居
ら
れ

北

る
様
子
で
す
が
一
向
に
そ
の
効
果
は
あ
ら
わ
れ
ま
せ
ん
。

一
例
を
申
上
げ
る
な
れ
ば

各
宅
地
組
合
又
は
各
宅
地
分
譲
の
不
動
産
業
者
が
農
地
法
の

五
条
申
請
を
作
成
し
て
表
面
は
料
金
は
無
料
で
あ
る
の
で
行
政

書
士
法
違
反
に
な
ら
ぬ
と
述
べ
堂
々
と
毎
月
相
当
数
量
の
申
請

書
を
提
出
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

日

こ
の
料
金
は
世
話
料
と
称
し
て
不
当
な
金
額
を
増
徴
し
て
い

彫
る
の
は
事
実
で
あ
り
ま
す
o

-‘

年

こ
れ
ら
の
行
為
を
知
っ
て
い
る
行
政
書
士
は
会
に
入
会
せ
ず

･
3

又
は
会
費
を
未
納
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
私
達

9

の
願
い
と
す
る
事
は
こ
れ
ら
の
非
行
政
書
士
の
排
除
と
、
会
員

1

の
行
政
書
士
の
品
位
の
向
上
と
共
に
提
出
書
類
の
会
員
番
号
並

び
に
職
印
捺
印
の
上
提
出
す
る
様
関
係
受
付
窓
口
、
特
に
農
地

委
員
会
に
非
行
政
書
士
の
取
締
り
方
の
通
知
及
び
会
よ
り
直
接

不
動
産
業
者
及
び
宅
地
組
合
等
に
警
告
等
会
員
の
為
急
速
に
処

置
方
御
取
計
い
下
さ
れ
ば
幸
甚
の
至
り
と
存
じ
失
礼
を
か
え
り

見
ず
申
上
げ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

(
一
行
政
書
士
)

投

稿

に
感

じ

て

本
会
の
発
展
を
憂
慮
さ
れ
て
右
の
よ
う
な
建
設
的
な
御
意
見

を
寄
せ
ら
れ
た
一
行
政
書
士
の
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
会
は
御
承
知
の
ご
と
く
、
昭
和
三
十
五
年
十
月
一
日
行
政

書
士
法
の
改
正
に
伴
い
強
制
会
と
し
て
設
立
せ
ら
れ
、
既
に
二

年
有
余
を
経
て
い
る
の
で
す
が
、
登
録
者
数
八
百
余
名
を
有
し

地
域
広
汎
な
本
道
に
法
第
十
五
条
に
よ
り
一箇
の
会
を
設
立

し
、
各
支
庁
が
直
接
そ
の
行
政
輻
鳰
に
当
っ
て
い
る
の
で
、
各

支
庁
管
轄
地
毎
に
(渡
島
、
檜
山
支
庁
は
会
員
数
と
希
望
に
よ

り
一
箇
)
十
三
の
支
部
を
設
け
運
営
し
て
い
る
現
況
で
当
初
は

登
録
者
に
法
第
十
六
条
の
三
に
よ
る
入
会
勧
誘
を
主
体
事
業
と

し
て
参
り
現
在
会
員
数
は
四
六
一
名
を
数
う
る
に
至
り
、
全
国

四
六
単
一
会
の
会
員
数
で
は
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。
次
に
吾
々
が
品
位
を
保
持
し
、
公
正
な
業
務
を
営
む
た
め
報

酬
額
の
改
訂
要
望
に
は
役
員
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
に
当
り
、

昨
年
三
月
当
局
の
御
理
解
あ
る
改
正
公
布
を
見
た
の
で
あ
り
ま

す
。ま
た
こ
れ
と
併
行
し
て
御
指
摘
の
非
行
政
書
士
の
問
題
は
強

制
会
設
立
以
来
の
大
問
題
で
あ
り
、
先
ず
一
般
啓
蒙
を
図
る
べ

く
自
治
省
と
道
庁
の
後
援
を
得
て
啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、

道
内
関
係
官
公
署
に
対
し
て
違
反
防
止
対
策
の
依
頼
状
を
添
え

て
お
願
い
を
し
、
又
役
員
が
直
接
関
係
窓
口
を
訪
問
し
て
違
反

防
止
の
懇
請
を
行
う
等
昭
和
三
十
七
年
度
は
非
行
政
書
士
対
策

支部別会員数
　　　

支部烙 檜 絵 計
醍
館
簿
知
川
熊
谷
走
蘭
高
広
路
室

札
函
小
空
旭
留
宗
絹
車
日
帯
釧
根

?
~
Û

ソ̂~
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Û
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に
打
込
ん
で
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

或
る
地
方
に
於
い
て
は
慎
重
に
調
査
の
結
果
会
が
告
発
し
法

第
十
九
条
一
項
違
反
者
と
し
て
司
直
に
検
挙
さ
れ
た
も
の
も
二

名
あ
り
、
不
本
意
乍
ら
行
政
書
士
法
を
遵
守
し
、
正
し
い
業
務

を
行
う
会
員
に
と
っ
て
非
行
政
書
士
の
行
為
は
許
さ
る
べ
き
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
は
今
年
度
事
業
と
し
て
も
重
点
的
に

取
上
げ
、
こ
の
問
題
と
取
り
組
ん
で
行
く
方
針
で
す
の
で
、
投

稿
の
よ
う
に
知
れ
る
違
反
の
事
実
を
具
体
的
に
会
へ
御
通
報
を

頂
き
、
明
る
く
正
し
い
業
務
の
営
め
る
行
政
書
士
会
員
た
る
べ

く
、
会
員
各
位
の
御
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。(行
政
書
士
会
)

第
十
五
条

行
政
書
士
は
、
都
道
府
県
の
区
域
ご
と
に
、
会

則
を
定
め
て
、
一
箇
の
行
政
書
士
会
を
設
立
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(入

会
)

第
十
六
条
の
三

行
政
書
士
は
、
登
録
を
受
け
た
都
道
府
県

の
区
域
内
に
設
立
さ
れ
た
行
政
書
士
会
に
入
会
届
を
提
出

し
た
時
か
ら
、
当
該
行
政
書
士
会
の
会
員
と
な
る
。

(非
行
政
書
士
の
取
締
り
)

第
十
九
条

行
政
書
士
会
に
入
会
し
て
い
る
行
政
書
士
で
な

い
も
の
は
業
と
し
て
第
一
条

(業
務
)
に
規
定
す
る
業
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

- 4 -

1 9 6 3年 1月2ぅ日

会

員

人
入
会
者
V

北海道行政書 士会 報

旭

川
“
空

知
"
小

榑
"
札

幌

支
部
名

北
垣

頭
二

家
久

正
一

山
下

吉
男

北
道
亀
以
信

梅
田

初
蔵

酒
井

勇
三

山
下

正
義

氏

名

旭
川
市
春
光
町
六
区
無
番
地

歌
志
内
市
字
本
町
四
番
地
の
四

空
知
郡
南
幌
町
市
街
地

小
簿
市
若
竹
町
一
五
〇
番
地

小
樽
市
花
園
町
東
三
丁
目
十
五
番
地

札
幌
市
北
十
一条
東
一
丁
目

札
幌
市
南
二
条
東
二
丁
目
二
条
ビ
ル

住

所

想 齦 爵 髀 一 一 -一
十
三
二
十
三
十
もハ
能蕾計楼跿"

十
七
を

二
十
八
亘

録
番
号

ヴ
[
′ 訊 ■‘ 者 芍
四
九
一

四
九
三

四
八
O

四
九
-

四
九
O

四
八
八

四
八
七
番
号

〆
き
き
-- !･

員

□

37
･12
･
12

37
･12
･影

37
･
9
･珍

37
･12
･12

37
･乾
18

37
112
･1

37
･12
･
1

△
･;
…そ

ら

"

!
‘日

備

考

異

動

支部別滞納者数
38 .1,l

支締
6 ケ月以上
12月ケまで 埋乾以 計

幌
館
樽
知
川
萠
谷
走
蘭
高
広
路
室

札
函
小
空
旭
留
宗
絹
室
日
帯
釧
根

奪̂ノー
パ
フ
･1二
つ
1
各
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U
4
▲̂
U
4
パ
フ
n
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-
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ク
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ソ
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▲
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tl

計 " 15 "
備考 20ヶ月以上滞納者は37 ,12 ,3 1付で
会則第ぅ8条 2項による退会処分を
した

会
費
の
納
入
方
法
に
つ
い
て

会
費
の
送
金
は
か
ね
て
か
ら
御
願
い
し
て
あ
り
ま
す
が
、

未
だ
に
現
金
や
切
手
を
封
書
で
御
送
り
に
な
る
方
が
居
り

大
変
迷
惑
を
し
て
お
り
ま
す
。
若
し
紛
失
し
て
も
責
任
を

負
え
ま
せ
ん
の
で
必
ず
振
替
送
金
を
し
て
下
さ
い
。

振
替
料
金
は
送
金
者
の
負
担
で
あ
り
、
且
つ
領
収
書
は
振

替
控
で
替
え
る
こ
と
と
し
て
あ
り
、
本
会
か
ら
発
行
致
し

ま
せ
ん
の
で
大
切
に
保
存
し
て
下
さ
い
。
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‘
‐-さ

も
,
′も蓑
t‐!
れ
ふ
Mm
聡

慧
料
苔濁
緘
川
等
二
口
丸
-

-

事
務
局
だ
よ
り

(第7号)

"
室

蘭
"
網

走

旭

川
"
空

知

小

樽
" "
函

館
"
札

幌

支
部
名

牧
田
文
四
郎
一
室
聰

輪
西
町
ニ
ニ
ニ

津
田

忠
八

鈴
木

五
郎

藤
井

清

石
田

克
己

竹
内

茂
一

大
西

光
義

内
山

吉
治

成
田

繁
男

洗

俊
郎

黒
島
宇
吉
郎

木
村

幸
一

浜
野

栄
市

氏

名

-
住

所

室
蘭
市
輪
西
町
(市
役
所
前
)

網
走
市
南
六
条
東
一
丁
目
二
番
地

網
走
市
南
五
条
東
三
丁
目
四
番
地

江
別
市
上
江
別
一
三
一

雨
竜
郡
深
川
町
字
森
元
町

J

u
町

余
市
郡
大
江
村
大
字
仁
木
村
二
七

亀
田
郡
七
飯
町
字
本
町
五
三
三

函
館
市
宮
前
町
一
九
二
番
地

亀
田
郡
銭
亀
沢
村
字
根
崎

芥
彪
下
う
る

一町
二
〇
二

札
幌
市
東
苗
穂
町
八
十
六
番
地

第 対 拗 弟 弟 認 押 褓 温 笙 史 ｣ 登
録
番
号
委
員
番
号

十
三
年

一

号

十
六
年

九

号

十
六
年

一
〇
号

十
六
年

九

号

十
六
十
六
を

三
九
ロー

七
十
八
号

窒
葬
十
六
年

二
十
三
号

十
一姿魂
雛

十
五
年

蛙
砦一
五
五

一西
o
一難
惚
方

ー究
三

野
.芝
･引

ー宅
o
-
幻
.字
乳

-
六
四

二
一≦

-
三

一
九
九

二
七
四
五
九
五
六
五
五

一
七
一

37
･
12
･31

37
･12
･31

37
･
12
･31

一幻
影
乳

"
‐“
‐“

37
･12
･31

37
･
12
･31

37
･乾
･刃

37
･12
･歩

37
･
12
･“

退
会
月
日

病
気
の
為

" " “" "
第
二
項
に
よ
る

死
亡
に
よ
る

" “

会
則
第
五
十
八
条

第
二
項
に
よ
る

"
=
‐

八

･

希
望
退
会

備

考

人
退
会
者
V

(退
会
者
,
十
三
名
)
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